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〔部会研究〕

問題児の集団心理療法およびグループ・・ワーク

に関する研究（児童相談所を中心にして）

部会長　　森　　脇 要

第1章

　この研究報告はr問題児の集団心理療法及び・グルー

プ・ワークに関する研究」部会の概略的な報告である。

本研究部会は、犀生省の要望に答えて、昭和42年6月1

日に、日本総合愛育研究所内に設立された。部会は日本

総合愛育研究所の研究員と児童相談所の関係者によって

構成され、同研究所第6部畏の森脇要が部会長となって、

本研究に着手し、昭和44年3月に一応の完成をみた。尚

本研究は一部犀生科学研究費の援助を得て完成したもの

である。
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第2章研究内容と研究方法

　この報告は、我々の部会員の諸報告の綜括的な概略的

な報告である。各部員はそれぞれ独自の研究報告を提出

しているが、本報告は、これ等の概略的説明であり、ぞ

れ故、以下の各章における研究貴任者はそれぞれその項

目の研究報告の責任者であるが、その研究報告をこの形

に概略化した黄任は勿論森脇にある。研究資任者が森脇

になっている項目は、研究部会における研究討議や、昨

年の夏に行った3日に亘る全員の合宿討議の結果をまと

めたものである。なお各研究は、勿論部会の全体的な討

議を経て行なわれたものであり・その意味で‘これ等の

研究は部会全体の研究であると言える。

　研究問題によっては、研究計画にしたがって、実験的

方法によるものも多いが、又今までの経験を反省するこ

とによる研究もある。あの種の研究領域については、部

会員が日常常に対処し、解決している問題であるが、日

常の用務の繁忙のために、ぞれ等の経験が十分意織され

ずに、各人の名人芸に終っている。したがってこれ等の

経験は、広く多くの人々の援助になり難いのが現状であ

る。そこで我々はこれ等の経験を可能なかぎり意識化し

又仮説化する努力をおこない、今までの名人芸を一般的

な技術にする努力をした。それ故、これ等の技術は、ま

だ仮説的段階で・十分実証的に証明されてはいないが・

今後の経験により、より高められ、又証萌されてゆくで

あらう。そのための素材を提供している という意味で、

この研究価値は非常に高いと思う。
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第3章　幼児の場合に於ける集団療法の体系

、　　「一「 ヤ　 ＼．’　　　 ン、＼－r

　集団心理療法の原理に開する露物は少なくないがデ集

団心理療法を実際に行なう場合の、手引となる良い本は

少ない。← たがって初心者は治療鳶始め斎と》打ち勝ち

難い困難に直面して途方に暮れるiじ、可成りの熟練者で

も、よい解決方法が見あたらず困る揚合も少なくないが、

こんなときに適当な指示や暗示を与えるような轡物は皆

から望まれている。権平の研究は・この欲求を満たすもの

である。この手引きを頼りに治療を始めるならば、治療

に直面する困難は大低梁り切れる1と思う。 ・こ の体系は、

いろいろの学説を参考にし乍ら、 ・臼本総合愛育笏究所に

於ける彼女の治療上の体験・あるいは監督者としての体

験から・得られたものである
。

なおこれは薬団心理療法

の手引ではあるが、個人治療に応用出来る点も多く、十

分個人治療の手引としても役立づもめ脅ある。 しかし注

意すべきことは、この手引だけで｛心理治療を始めてよい

という意味ではない。先ず心理療法め原理を十分理解し

た上で、この手引を使うなら藏、治療が円満に行なわれ

るであらうとし・う意味である。

　権平によれば、集団心理療法に適する子は一般的に習

って情緒障害のある神経症的な子どもであるが、』雑質的

障啓の有無を調べて、若しあるならば医学的浴療が先立

つべきである。又問題によらては咲学的治療と併用する

ことにょり、治療効果を高めるごとも多レ～δ例えば口蓋

裂児など手術後集団心理療法を行》・、母親に1グルーブ・

カウンセリソグを与えるごとによ り、 子 ども を自由に
し》母親の問違った育児態度を改善し、子どもに、話そ

うとする自発性を高か酌、社会的適応を啄普す為；ξ魁

出来る。

』集団心理療法の初心者は、 これを万能と思い、 他のも

づと広い配慮をおこたり勝ちであるよ葉団心理療法の効

用と共に副その限界をも十分理解すべきである。子ども

によっ・ては、 家庭や学校等の環境調整が先きである場合

もあり1、1・あるいは環擁調整の併用が絶対に必要な場合も

あるず．じかしrつの治療法を学ぶと、』それを万能と考え

て、 r他の方法と の協力を忘れ易い6戒心すべきことであ

る。、ヨ． ）、1じ二

．遊戯室の大きさとその設蜥は｛子どもの人数や、その

年齢あるいはその遊び方によって異っ て来るが、’室の大

ぎざは大体30平方米から50平方米程度が望ましい。あま

り室が狭いと内向的な子どもが、f．攻撃的な子ど、もたちの

中にいて、彼等の圧力の下で、自分だけの遊びを守るこ

贋御簸義（沸、 平∵峻　子

｝と がむづか、しいじ“文友対に室が広ずぎると、集団を構

成しにくくなる。又遊職室は心理治療にだけ使う室であ

ることが望ましい。他の目的の室を治療のために一時的

に流用する場合は、治療者の禁示が多くなりすぎて治療

効果を署しく減退さす。

　集団講成に関しては、理論的には、自閉的、普通》攻繋

的の三つめタイブの子どもを混ぜることが望ましいと言

われているが、実際上これも困難なこともしばしば起き

る。それは治療前あこ うじた行動特徴が必ずしも治療場

面に於ける告動特薇ではないからそあるぎ』内気で自閉的

だと害われだ子が、圧力ゐない治療室では急に強》 ｛攻纏

性を示す ごともあ りf’』攻撃的と営われた子が、自二由な雰

囲気で）反抗の対象がないめで、おとなしくなることも1

ある。それ故治療がすすむにつれて子どもの変化に応じ

て、グル忌 ブを変えたり、・止むを得なければ個人治療亮

移さねばならないごと もある。

　子どもの治療に際しては、母親のカウンセリソグを併

用することが望ましい。子どもの間題は親子関係1特に

邸子関係から出発している蘂が多いめで、r ン母親のカウソ

セリングを必要とするだけでなく、幼児の場合は子ども

は自分から自発的に治療に来るのではなく、・母親につれ

て来られるのであるがぢ、母親の治療への関心が高くな

いと、治療を中断する ことえなり易い。それ故カウソセ

リソグを通じて｛彫親の心理療法に関する不安や不満を

よく聞き、十分話合をするごとが大切なのぞある。

　集団心理療法は、子ども等を受容し、自由な雰閉気を

．作ることから・娠まるのであるが・慣れない治療者が先ず

困る問題は、子どもたちの攻撃的、あるいは破壊的行動

の取扱いである。こう いう行動は、禁止しだぐなるが、

単に禁止だけしてお くど、 攻撃を高めるばかりで“治療

効果を減少する。 こういう時はr応その行動を受容し、

「あなたは・・乳一・したいのでしようけれど、やめ ましよう 」

とし、う禁止の仕方が望ましレ、》。　．ヤ、　 らセ1卜二詳，．

　又治療中に知づた患者の秘密ほ これを厳重に守るこ・と・

は治療者のfいうは」であるぷしかし患者が予どもであ

ると∫っい気を評して、’治療者だけに話したこ，どやジ．示r

した行動を緯親に話してし まうことがよぐおこる。ビ「お

母様人形を盛んにいじめていましたよ」等と母親に倍げ

ると・母親はびっくりして・’「あなたは・ぞんなにお母さ

まが嫌いなの」と叱6たりする。、子どもはす渉1か り治療

者に裏切られたと感じ、治療場面で本心をあらわさなく
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　、
なる。

　治療がかなりすすみ、終結してもよいと感じ、母親も

それを望んだらv終結ということになるが、子どもに終

結の準備の時閾を与えな）・ですぐに治療を止めるのはよ

くない。子どもはもウと治療者と遊びたいど思っている

亦が多く、こんなとき、　「も、うおしまいだからこの次か

ら来なくてもよい」等と言われると拒否されたと感じ易

いσ終結が決まったら、子ども・ とよく詣し合い、2、3

回の治療の余裕を見て、そののち終結するとよい。

　治療者の養成も大切な聞題である。治療原理を理解

し、暫く見学指導を受けたら、こうした手弓『きをたより

に、比較的軽度の、慰者から治療を始めるとよい。治療の

技術だけでなく、治療者の人格が治療に関係が深い。治

療者により、受容しやすい点と、 どうしても受容出来な

い点がある。子どものある種の行動のためにその子をど

ケしても受容出来ないときは、治療者自身が教育分析な

ど受けて、．自分の人格を改善し、受容出来る範囲を広げ

ることを志すとか、あるいは監督者とよく相談して、他

の治療者に変って貰った方がよい。それ故、監督者の役

割も大切であるる治療の方法や技術は治療者により多少

は異なるのが当然で、あまり画一的に一つの型にはめ込

もうとするのは、治療者のよレ ・教育方法ではない」

治療者を非常に悶ちす子どもについ て少しのべておく

べきだと思う。母親と」緒でも治療室への入室を拒否す

る子がいる。この場合子どもは廊下で鰍親と一緒に屑る

ので｛治療室の戸を開けておいて、中の子どもの様子を

のぞけるよう にして待っていると よい。ちよっとした・

きっかけから中に入っ て来る。

　母親から離れられない子は・親子共を治療室に入れた

方がよい。こういう時母親は普通い らいらし、子どもを

早く離そうとし、又友人と遊ばせようとしたりして、治

療を妨げることが多いので母親の管理が大切である1カ

ウソセリγグを通じて治療の意味をよ く理解ざぜなけれ

ばならない。

　何もしない子も治療者をいらいらさせる。圧力を加え

ず徐々に髭違してくるのを待つべきである。一方こうい

う子ど1もの行動の変化によく注意を払い、 一寸した行動

の変化もみどめて「積木でご門が出来たのね」等とそれ

となく声をかけてやると1元黛になり易い。

み‡1¶える子も治療者を圏らせ惹。治療者を独占し、べた

ぺたし、治療者のふところに手を入れて、乳をまさ ぐっ

たりするφ治療者が逃げたり、注意を他に向けようとし

たりすると、 治擾ばすすまない。受容して・こう一した欲

求を満足させてやった方がよい。

　攻繋性も玩具に向っている間はまだ扱い易いが｛友人

に向う時は困る。始め比約束、しておい七「ぶち たいのだ

ろうが、約束だから友人をぶつのは止めましよう」と言

うのもよく・又峙には子どもたちの中に入ってカで分け

なければならないときもある。・弱い子だげ特別に保護す

るど却ってその子は、いじめの対象になる。又いじめち

れら子を・保護のためだけの理由で個人治療に移すのは

よくない。・こめ現象はいじめられていても、一方ではい

やだが、又他方では楽しいという爾極性をもった社会的

接触であることが多レ・。それ故折角個人治療に移 したの

に、 』乎どもは喜ばず、グルニプに帰りたがるこ．どもしぼ

しぱある。少し気長に様子を見ることも必要であるず

　甘え傘攻撃性め甚だしくひどい場合は、集団治療では

無理で、個人治療から出発し1ある程度まで成熟しtか

ら、 集団治療ば移した方がよい。

　これ以外にも治療者が、日々治療場面で出、くわす、 い

ろいろな問題について・その取り扱い方が具体的にのべ

られており、非常によい手引になっている。

第4章　児童相談所に於ける集団心理療法

研究炎任者　　上山　　碩。上山　洋子

上山氏はその研究の重点を「児竜相談所に於ける」に

おいて、．今までの何回かの経験を分析して集団心理療法

を児童相談所で実施する場合の利点と欠点及び問題点を

のべ、児童相談所で集団心理療法を成功させるための対

策をのべているO　l　1』1ギ』　 ゴー” 　　　ド

　先ず利点から考えるに、児童相談所には子どもの福祉

のためのいろいろな専門家がおり・若しそれ等の人々の

協力が得られるなら、子どもの理解も一層深まり、 特に

ヶ』ス・ワ』カーの助力を碍て～ 家庭や学校の環境調正

をする事が出来る。これが治療の大きな助けとなづでい

るじ又いろいろの治療の専門家がいるめで、集団心理治

療に向かない子どもは、遊戯治療に回すとか、 心理劇比

回すとかすることが出来るだけでなく、必要ならぱ一時

保護する とか｛一その他の施設に移すことも出来“そめ子

に一番適当な方策を採用することが出来る。

　』方欠点も少なくない。・設備が必ずしも～ととのって

おらず、集団心理治療のための十分な人員も ない蓉：・』般

的に集団心理治療は1判定員によっ♂行なわれて硬るこ
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とが多いが、 ケ「ス。ワ rカーその他の人々とρ鰯力態

勢が十分でないと負担過重になって・ 計画がつぶれ易
いo

　，児嵐相談所に来る親も子も今まで嫉（今後は急速にこ

の点は変って来ると思うが）心理治療に対する動機付け

が大変低い、児童相談所に親子で娼頭すれ畔義務は終っ

たと考える程度の意識の低さであることが多いために子

どものために母後まで瀕を雛けようとレ・う気持が薄

い。†分動機付の高い人をえらぶため碍まい又その動機

を高めるため括は最初1，β回オリエン牙一 ショソを行っ

て、心理治療奪よく理解させ、そこで是非参加したいと

いう者だけを集めて、治療集団を作っ為方均｛よい。

　又児意相談所で治療を成功さ せるためには児遺相談所

全体o理解と協力を得ることが、仕都を円滑にすすめる

ために大切である。例えぱ庶務等は、治療レ；無関係のよ

うに見えるが、 おもちゃや泥絵具の補給には、庶務の理

解が大切であ、るρ

　子ど・もゆ治療に於ては、子どもだけでなく親もグルー

ブにして、カウソセ リングをした方が治療効果を早め

る。母親ゆグノヒーブ・カウソセリソグを長つづぎさせる

ためには・・母親間の経済的階届が近いことや・年齢もあ

まり離れすぎ’く、いないことが大切である。

　成功的治療尽於て、設備、治療者、施設内の協力態勢

等も大切であるが～ 一番大切なことは、子どもたちが集

団心理治療に適しているかどうかというこ とである。こ

の点に関して上山壌獄、子どもの治療に関する動機の強

さを一番大切と考えていう。特に警察から回づて来た群

例では・児童相談所に来て心理治療を受けることを罰と

・して受取づている』こ．とが多いりで、オリエンテーショソ

で、心理治療犀対する理解を深沁・動機を高めておくこ

とが大切である。又通所があまり困難では動機は弱まる

し、畏つづきしなくなる。 又グルーピングに於ては、一

般的な グル7ビングの原理を守る 但に、 （1）出来れぱ同

じ問題の子ばかり，を集めるか、（2）それが出来なければ

各人の問題がそれぞれ異っている方がよい。大体の子が

同じ問題で、その中に一人だけ異った問題の子をまぜる

のはまずい。

　児壷相談所では一時保護所等で集団心理療法を行うこ

とが多いが、治療終結の期聞を｝応予定した方が よいよ

うに思うQ終結を予め決めておくこ、とは、 よい点ばかり

でなく、欠点も多い。終結予定の日が近づくと、親は「先

生もうどのくらいで、治りましようか」と 治療者に圧力

をかけ易いし、そのため治療者があせって、却って治療

の妨げとなることも多い。併し一時保誕所には他の目的

があるので他のプログヲムと摩擦を起 こ さな いためには

一応の終結のスケ．ジ葺一ルを作づておき、 あまりこれを

窮屈に考えずに、最後の時点で延長するな り、，再出発す

るなりを考えた方がよい。

　児童相談所で集団心理療法を始めるには1初めから何

もかも理想的に考えると・結局・何も出来なくな．る53人

程子どもが集ったら始めるとよい。、そし’て適当な子が屠

れば人数を増してゆけぱよい。こういう集団があれぱ一

回の面接で帰してしまうような親子にも・もう少し内容

のある取扱いをしてやることも出来、 又希望によって、

深い治療を与えることも出来ると思う。－

　以上が上山氏の児童相談所に於ける架団心理療法に関

する研究報告であるが、 同氏の扱った成功例、失敗例を

瑛例ごとに検討してみると、低年齢グル雫ブの方がより

成巧しているように見える6’早期治療、特に低年齢に於

ける治療が望ましいと考えられる。

第5章　登校拒否児の分類とその扱い方について

研究責任者’　森　　脇 要

　学校恐怖症の子どもの集団心理療法の実験報告は第6

章でする予定であるが、そのまえに、登校拒否児あるい

は学校恐怖症と言われる子、どもたちの実態やゼその治療

方法一般につ魅・て・ 本部会に於ていろいろ討議を重ねた

ので、 そΦ概要を報告しておくことにする。

　児産相談所に来る登校拒否児童は・いわゆる神経症と

しての学校恐怖症だけではなく、1それとは少しちがっ

たY親にも子にも～・、 「学校に行かなければな1らない」と

いう強い動機付けの欠けているもの も多いと、考えられ

る6それ故上山洋子氏によれば～親と子、を呼び・出して

「明日から学校に行きなさい。若し行かないと一時保護

しますよ」と宣言すると、これだけで、びっくりして学

校に行く者もいる程である。これでも、まだ学校に行か

な．いようなら現実に一時保護すると学校に行ぐようにな

る。それでもなお長期に亘って学校に行かないよ、う・な

ら、養護施設に送ることが効果的であると上山氏は言う。

仁科氏は、こう した学校に行かなけれぱならないという

動機の少ない子どもを、学校恐怖症と呼ぶよ りも「無学

校群」，と呼んだ方がよいと言っている。児産相談所に来

るものは、この無学校群が相当に多い6こうした群に於
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ては父親は「俺も学校なんか、あんまり行かなかったが・

今生活にち働とも困っていない。学校なんか行かなくて

もよい」と平黛であるという。なおこれ程ひどくなくて

も・両親が共働きであったりして学校に行くように圧力

をかける者がいない、両親が先きに家を出る1ので、学校

に行くかどう がは・まったく子どもの自由にまかされて

いる。近所に同じような子がいるとそれ と仲間になって

学校に行かない。児童相談所に来る登校拒否児の中には

勿論神経症的なものもおり、文精神病の一つの徴候と考

えられるものもいる。中には又知能が足りなくて学校が

面白くなくて学校に行かない者、あるいは学用贔がない

ために学校に行かない者もいる。 学用品のない者には学

用品を供給してやると、学校に行くようになる。身体的

欠陥例えば腎戯病その他で長期欠席したために、その後

学校に行きたがらない者もある。彼等は長い休みのため

に能力差が出来て、宿題など出来ず、学校に行きたがら

なぐなって、おり、 』方親の側は、勉強よりも身体が第一

という考えが強く子どもに身体の異常を訴えられると心

配のあまり、すぐ学校を休むことに応ずる態度をとっ

て、子どもの傾向を助畏している。彼等は一部無学校群

に通ずる』ものがある。こ1ういう子は虚弱児学級や、ベッ

ド学級に移すこと によって解決され為ごとが多い。

　・仁科氏は更に続いてこういう無学校群及びそれに近い

子どもの対策としてぱ・親子を児滝相談所で呼び出した

り、又職員が何回か家庭を零ねる と、親も子 も窮態は非

常に重大であると感ずるようになり㌔子どもも学校に行

かねばとr思い、 親も子どもを学校に行かせる ように・な

る。、

　問題は神経症群即ち学校恐怖症であるが、仁科氏は子

どもを先ず家庭から離すこ とが治療の第山歩であると考

えている。千葉の児童相談所では、子どもに用心する暇

を与えないように、職員3、』4人で子どもの家に上り込

み、子どもが、職員と両親との話合を聞いていること を

予想して、父親や母親とこの子の学校問題をいろいろ話

す。両親との話合を、間擦的に子どもに も聞かせること’

によって、子どもに心の準備あるいはウォ・一ミソrグ、ア

ップの時間を与えておいてから、子どもと話し始めるQ
l 「本当は学校に行ぎたいのだろう。 明日から学校に行っ

てみないか、1それが嫌なら、＝親類に行づてもよく又一時

保護所に来てもよい （この場合は、学校に行かなくても

よいと言いきかせる：）。・・どづちをとる’か自分rで決めなさ

い。」 と子どもに選択させるる 一r子どもは全部の提案を断

りかねて、親戚に行く・とか、 一時保護所に行くとかr約束

するようになる1。 するとその場ですぐ実行に移すこ・とに

するという。

　甲体こ うした親戚に移づた り、一時保護所に移ったり

することが学校恐怖症の治療にどういう意味をもづてい

るのであろう か、これは子．どもが逃げ込もうとする退路

をたつことになるのであらう か。これにつ恥て仁科氏

は、 親と子を離すこ乏は「お互に冷静になり、礁態を静

かに反省する機会を与えるのに役立っている」と考えて

いる。子ど、もが学校に行かないことにより、両親はお互

に責め合い、又子どもを責めること に急である。子ども

は、子どもで学校に行かない理由を考えたり、逃げる場

所を考えるのに急で、本当の解決を共に考える余裕がな

い。 これが親子の実態である。それ故最終的解決は別と

して、一応親子を緊張の場から解放することにより洞察

の機会を与えることになると仁科氏は考えている。

　私は仁科氏の言う効果を認めつつも㌔ なおこれ以外に

も別の効果があるのかも知れないと考える。学校恐怖症

の子どもは一般に甘やかさ．れた子どもにr番多く（拒否

された子どもに起こる）、依頼心が強く、それ故分離不安

もまた強い。．学校恐怖症の子どもは、親から離れる不安

と、 学校に行く不安と、二つの不安に悩んでいるように

見える。学校恐怖症の子どもの中には、学校にはどうし

ても行かないが親戚には平気で泊り、がけで遊びに行く子

もいる。しかし一般的には両方に不安をもっているる家

から学校に行くこと は、．学校に対する不安と ≦親からの

分離不安と二つの不安とたたカ』わなければならないが、

親戚に行ったり・一時保護所に行くこ1とは、 親から離れ

る不安とは、たたかわなければならないけ職ど、学校に

行’く不安からは｝時避けられる。どちらかに行けぱ、一

応学校に行けと資めたてられることがなくなるから’であ

る。そこで子どもは親戚に行っ．たり、． 一時保護所に行っ

たりするのであると思われる6それが親戚であれ、野時

保護所であれ、・こうしてr一’たび家を離れてみると～軽度の

ものは“これだけで㍉学校にも行けるようになるのは、

親と，離れる不安に打勝ってみる と、家を離れる不安は、1

前に思っていた程ではない。両親と雌れて も何とか生活

出来るのだということ．を自rら体除し、自信を持ち、この

自信が、 今度は学校に行くことの恐怖あ．るいは不安に立

向わせるのではないだろうか、両親と現実に離れてみる

と、分離不安も、最初の不安程ではなかっ・たず案ずるよ

り産むが易しであった。学校に行くこどはたしかに不安

ではあるが・それ程の二とはないかも知れない。一つ行

づてみょう という勇気が湧いて来るのではな いだろう

か。親から子どもを離すという方法は、親子ゴの感情のわ

だかまりをとき去るという’こと以外に、．子どもの不安を

二分して寸半分づつを攻撃して行くこ ξが出来る・という

利点が大き鉾のではないかと思う詳　　一‘ 』一 ト1㌧F 「一
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仁科氏は又［時保護所にいると学校に行くことは、そ

の間免除されるので』応の安心を得る1ことが 出来るが、

日が経つにつれて新しし ・不安㌧何かをしなけれぱならな

いとい う不安が生ずるのではないだろうかと言う。完全

に受容された環境で、 何をしなさい と指示されないだけ

に、この不安が生れ、 六ぎくなるのは当然であるるある

いは不安と言うよりも積極的に何がをしたくなるの では

ないだろうか。特に他の友人が学校に行き始めたり、、家

に帰り始めたりすると、この不安あるいは意欲は高まる

と思う。まだ学校に行く・ことの恐怖、不安は残っている

ものの、何とかむて学校に行ってみよう とい’う動機が高

まる ようであるら、

、勿論神経症の程度が重い子どもにとってはいこれで解

決することはむづがしい6こういう子には心理治療その

他の方法が必要となうて来る。

ず　や　

．第6』章，、攣校拒否児の集団心理療法

：・本研究は千葉県中央児童相談所の仁科判定課長を長と

する千葉県中央児猛相談所の研究グル摂ブによ』ってな さ

れた。神経症的な登校拒否児の集団心理治療の研究であ

る5：この実験は、，中央児童相談所と“激護施設である県

立生実学校の見挙な協力によって生れた5r7入め登校拒

否児が、・延べ101．名の教護兇と同rの寮内で生活を共に

し・卜一週婆回彼等から離れて音楽室においゴて竜集団心理

治療1をジ受膏ナた5一期間をま昭和43年∫4 月㌧よ り、ン同9・月1までで

ある乙しF－　　』1r、一㌧・ 、己 ．ギ

　・この研究ば登校拒否児の心理治療の研究であるばかり

でなく、』近頃比較的に過疎化している教護院と．いう場所

を利用し、・教護児と共同生活をさせながら・治療すると

いう1全く新1しいブロヂェクトとなづて おり、、将来の施設

間の協同研究、、協同動作のバイ矛堀ヤ・｝ワ』クニ（切one6r

work）とF一して特に注目す、べぎものであると考えるδ ・、r

　この研究の結果、・治療効果の確実なものは 7名巾5名
1で、 他の．2名＝は改善はされてい惹がl なお若干の不安を

残しているも』この治療効果が月涛の築団心理治療による

ものである1かtrあるいは一部ほ教護児と：の協同生活から

得た経験に基ぐものであるかは必ずしも朋確でほない。

おそら．く両方めカが働レNているのであろうず㌧・ 1、
『1

　集団心理療法は児童相談所の職負に雷6てい』週ア回

（土離日の午後）』音楽室におい《行なれ1たぷ督楽室は寮

舎や学校がち’離れてr》 ・るために、教護児にあまり妨げら

れずに治療をすすめるンごどが出来たす、治療の道具として

は」 トランブ等のゲ』誤の材料、運動具、工作盟具や器

材が用意され摩び 最初2名より始めて段々と人数を増加

していったる、対象児は男子中学生である。 彼等の活動
ほV治療経過中、、ごくわずかめ例外を除いて、ほとんど

ゲぎムに終始』し、，工作慕具等を使ヶてめ建設的活動を始

める子は非常に少なからた（森脇は治療の途中；れ悉効

果が出るだろうかと｝、』幾分危惚の念を持っていだが」・ そ

　　　　研究責任者　』・仁「科㌧・義 教』

れは杷憂であることがわかった）るド記録によるとボ L3
回目の会合で一人の少年が「地元の学校に復帰、して もよ

い」 と口を切ったことから、根本問題が討議の中心とな

ったようである。こうした変化の過程は、・幼児や小学生

・の、ン遊戯や作梁を中心と』した心理治療の過程と非常に異

っている。幼児や小学生においてはヤ 遊戯や作業が∫彼

の心の過程の象徴 （シソボル）と1なっ宝いるめに対し更

・（したが りて・・例えば恨みや怒りの表現は、 物をごわし

たり、母親人形をい じめだりする行動となって表現され

る）㌧中学生集団においては、・ゲーム・は必ずしも象徴的意

味を持らていないよそれは仲間や、治療者やい治療場面

を吟味する手段、あるいは本当の活動が始まるま』での準

備的意味 しか も』づていなかったよ うであるポ彼等ほヤ治

療場面が安定的で、自 由であり、‘治療者が受容的であ1る

ことを確心すると、遊びや工作を通じてではなしにv大

人の、よ うに言語的象徴を使 ケて㌔ 心の問題を解決じよう

とし始めたじそれ故この治療過程は、子ど裕の治療過程

よりも大人の治療過程であっ1だ。1　 ”一 　’ ♂、

、仁科琉の報告は続く」彼等はお互に問題を出、し合い寸

話し合δ・ことによ って、 問題を意識の表面に出した。’そ

℃てr人の元の学校に復帰するという宣言によφて強《

影響され、 問題を自分にあてはめ、・いろいろ自分4）不安

を吟味していっ・た。そして段r々と自信を深めていった逮

うに見えるら

　ころ二した体験のみでなく、寮生活の体験デ特に激護児

と：の共同生活を通じて・．失われていた自信・・能力幡対す

る自信のみならず≦． 友人から疎外されているのではない

かという不安を解消し、友人の受容を確信するよう にな

っていろたも彼等は先ず寮生活を通じて生活訓練を受け

たが、 規則生活を通じて久しぶりに「すかづと・した気分」

になづだと言い｛又院内学校の、学力に応じた組に入れて

貰って、そこに通うことにより、学校に行かねばならぬ
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という不安を解消させた。 これが新しいオリ4ンテーシ

、証ソを作るのに大いに役立づているようである。即ち学

校問題を比較的客観申に眺める基盤が出来たのであるら

、治療の対象児がみな単一の寮で生活しているというこ

とが、治療上ブラスにも又マイナスにも作用した。同一

の寮に住んでいるのに、対象児だけが、 教護児と分かれ

て治療を受けに音楽室に行くことは、彼等だけの集団の

凝集性を高かめ、帰属意識を高めるのには役立ったと考

えられるが、・その反面シ寮における人問関係が・そのま

ま治療場面に持ちこ まれ、 より自由な人間関係の確立の

妨げとなった。治療者は意識的に新しい人間関係を作ろ

うと努力したこと』もあるが・ 寮における人間関係を変更

することは困難であった。

　又対象児が1年から3年までであるが、．3年生と1、

2年生とでは1問題の切迫性あるいは緊迫性が異ってい

た53年生は卒業出来るかどうかが死活問題であるのに

対 して㌔・1、 2年生にはなお余裕があった。、このことが

両者が同じ調子で問題を処理することを困難にした。今

後は1、2年生グルーブと、 3年生グルーブとに分離し

て扱った方がよいと思う。

　教護児との共同生活であるために、お互にその長所を

認め合う効果もあった。対象児は教護児の行動性、実行

力に感心し、教護児は対象児のまじめ さ、善良性に感心

し（逃亡などは教護児にとっては、あたりまえのことで

あるのに、対象児にとっては一つの驚異で非常にわるい

ことであった）、1それ故、 教護児は対象児をよい奴だと

受容したしこの受容を対象犀は強1く感じた。　このよう

に一みんながら受け入れられたという対象児の体験が、

友人が登校しない自分をどう思っているだろうかという

不安感を払拭するのに有効であり、このよ うな交流体験

が対象児の適切な対人関係め回復に間接的に役立ったと

思われる。

第7章 非行犀の養護雄設におけ る沿療教育につヤ 》て、

　　　　　　　　　　　　　　　一研究斑仕者　森、脇 要”．

　養護施設における集団生活経験を、非行児の治療教育

として利用する多くの試みが、児童相談所で行われてい

る。これを成功させるための諸条件ほ何がど部会ではい

ろいろ討議を行った。これ賠その研究結果である。

　非行児はそゐ非行の性質や、程度に応じていろいろな

治療方法がとられるわけであるが、そのマつの方法とし

て施設送りがあるじその子に一番適当な施設を見出して、

そこに送置して治療教育をするのである。ユ4才未満の非

行児童については、 その矯正施設と し．て教護院がある

が、子どもの問題により、 あるいは非行の程度にようて

養誕施設送りも、”各地の児並相談所で利用され・効果を

あげている。養護施設は教護院と異なり、非行児の矯正

をその目的としているわけではないが、養護施設におけ

る集団生活経験（子ども同志の人間関係のみでなく、施

設の職員と子どもたちの人間関係を含めて〉が、治療教

育的な作用を持っていると考えられ、非行児矯正に利用

されているわけである。そこで、（ユ）養護施設に送っ て効

果のあがる子どもの性質は何か、（2）あるいは非行児を受

け入れて効果をあげる養護施設の性格は何かを考えて見

た。．、

　ど、ういう子どもを養護施設に送ることが望ましいか、

あるいはどうい う養護施設が一番適当であるかに関 して

は・各児束相談所において㌔いくちか考え方を異にしてい

る よ うであるが、根本的な、点に関してrは大体一致してい

るようをこ，思われる。

　先ず養護薦設騒入れる，こ とにより効果の期待出来る子

どもは～非行の程度がそれ程ひどくなく、非行の原因が

主として環境にあり、完全に習慣化していないことが必

要である。それに加えて大切なことは逃亡のおそれのな

いことである。養護施設は教護院と．異なり非常に解放的

であるために、逃亡を予防する手だてが少ないから、こ

の点は大切である。、これを逆に冒えば、教護院に送置さ

れる子どもは、 したがって、非行の程度がひどく、性格

異常で、表襲不引致、怠け者で、非行が習慣化し～職員

に反抗的で、逃亡のおそれがあり、能力の劣っている者

ということになる。 それだけに教護院の教育は大変だと

いう羅聾砕こな ると、思う 。ン

　非行児が一時保護所で生活している問に、どの処遇が

その子に一番適当であるかが観察され、判定されるわけ

である。もちろんテ系トその他の手段による判定はうけ

るが㍉最終的にはここにおける観察が重要となる。始め

は、おとなしぐ思われていたのに・ 数日生活している中

に反抗的なものが沢山出 て来た り、あるいはその逆で始

めは反抗的で職員を閤らせていても数日の受容的な雰囲

気の中で適応が著し く好転する者がいる。だから一時保

護所の生活が、この子ど もたちをどの施設に送るかを決

めるのに大切な観察要因 となるのである。　　風
＿

　養護施設に送る；とが適当であるという箏になる とマ
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次の問題は、どんな養護施設が適当であるか、その条件

は何かといケことになる。上山氏によると、その施設に

収容されている施設児の経済的階層が擁界線級で、施設

児が一般に活発に動いており、全体が荒っぼい感じで、

作業の多いところが、非行児を託するのによい施設であ

るという。もちろん1．Q、がその施設児たちと大体同程

度であることが必要である。こ う考えて来ると來京都内

の施設はあまり適当でないということになる。

．山内氏は、施設の職員の個々の子ど もに対する扱い方

がよいこと、又その施設のある地域社会が高級でないこ

とが大切である。施設の子はその地域の学校に通うので

あるから、その地域に社会的に高い階層の者が多い場合

には1養護施設に送った非行児を中心に、施設と、P，T．

Aとの関係がまずくなることが多いからである．院内教

育の方が・その子に適している．場合では・院内教育をし

ている施設を選んだ方がよいことはもちろんである。

　仁科氏は、施設の職員に指導力があり、問題児に取りく

もうという意欲の盛んな施設を選ぶべきであ為と主張す

る。こういう施設では、1職員に治療的な輿味が強いため

に、問題児の方が受け入れられ易いこと二も多い。又施設

に非行児を送るときは、いくらその施設が適当であっ亡

第5集

も一つの施設に集中せずに分散した方がよい。

　それぞれ衰現は異るが｛ 非行児を送って効果のある施

設の条件は一致点が多 く、又これ等の条件を大体満たさ

れれぱ、 そこは、非行児のためには、大変よい生活環焼

であるということになる。

　養護施設を非行児の治療に利用しようという考え方

は、徳島県中央児童相談所々長の仁木氏もかねがね持っ

ておられ、それを突行しておられるようである。仁木所

長によれば、徳島のように地域的に比較的狭くて、 人閥

関係の密なところでは、1幸いに児髭相談所i養護施股ギ

学校・その他の施設め職員がお互によく知りあってお

り、こめ こ とがゼその子に適した施設を選んで送ること

（Pl景cement）の成功に役立っているという。

　非行児の中、．どの子を養護施設に送るか．は、生活歴

や、いろいろなテスト結果や、面接その他の構報にもと

づいて決定されるのであるが、最後の極め手は、 尋時保

護所における観察であるように見える。一時保護所にお

け資一週間なり典日なりの観察は、児童相談所に、その

子に関する直按ク）ボ具体的な情報を提供する．こういう

意味でも一時保護所の機能は大きいと言わねぱならな

いo

第8章　非行児のグループ・7一クの研究

研究責任者　　 小　室　　康　平

　川崎児産相談所による非行児のグループ・ワークの研

究は、昭和41年にさかのぽることが出来る。この非行グ

ルーブは自然発生的に出来たもので、彼等は言ってみれ

ぱ児童相談所を‘彼等のクラブ・ハグスとして利用して来

た。児童相談所は彼等を受け入れ、 一時保護所で自由に

遊ぶのを許一した。こうして児童相談所の職員と彼等との

ラポールは高まり彼等の問題を児産相談所の職員に持ち

出して助力をたのむようになった（第1期、約1ケ月）。

その中に彼等は児童相談所の一時保護所に保護されてい

る他の子どもに興味を示し、これ等の子どもを助ける役

割を積極的にとり始めた。彼等は期せずして、 ある制限

内ではあるが1 社会的に望ましい役割を演ずる喜ぴを体

験し始めた （第2期、約1ケ月）。・その後の約 1ケ月は

学校は冬休みに当っており、家健や｛他の場所で非行も

あ一づたが1’相変らず児壷相談所をたまり場ど して集り、

自分の問題を仲間や職員に持ち出していた。第4期は児

童相談所が、・ゴむう少し積極的に、子ども達に接近した時

期で、．今迄のように児童相談所を彼等のたま．り場として

禾り用する・こrとを許．しただけではなく、毎週土曜日を集り

の日と決めて、決った日に来所する約束をさせた。・第、1

回の集ワにおいて参加全員に、 この集会め意味をよく理

解させ、又彼等が｝時保護所で行ったサービスは引他の

子どもにも、職員にも大変役に立ったと感諭の気持を伝

えた。今後は週1回集って、いろいろな作業をしようと

話し合い、先ず始めにドーナラ作りを始めたし 次の会は

カ・レー作りをした。このよ うに次々と、 いろいろな作業

ギ始まった。どうしても職員がイ昌シャティプをとり易

くなるので・これを出来るだけひかえるように努力1し・1

彼等相互の交渉や話合いが盛になるよう気を使づた。二こ

うした集会を通じて、お互に「我々」意識も高ま り㌔1噺

1しい適応を学んで来たので、このグルーブは解敵した。

　次の試みは・こうした自然発生的な集団ではな、しに報

児童相談所が扱った個々の非行児を集めてrっの集団を

作り・この集団を存続させ・この集団経験を通じて、彼

等の適応を改善しようという試みがなされた6・・これ等の

子どもたちはお互に知らない子どもたちであるから、”、8

月中旬に3日のキャンプを行ない、お互を知り合、う機会

を与えると共に、2グループ・ワークに螂勘る興味を持た
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せようと試みた・その後は各週に一回づつ行事中心のプ

ログラムを粗んで、集会が続けられたゼこのブログラム

は42年8月から、43年3月に亘っており、その内容は、

キャソブ、鷹取山ハイキング、一泊ワーク、サッカー大

会、ボーリング大会、まめまき大会、ドーナツ作り、ア

イス・スケート・と盛り沢山である。これ等の会合と会合

の間には、計画のためや、後仕末・整理等の会合が開か

れている。一般的に言うと、面白い行窮のある時は集っ

’たが、行瑛と行箏の間の会合は甚だ集、りがわるかった。

　この試みを通じて、適応が改善された子もいるが、子

どもたちの集りは必ずしもよくなく、職員間には成功感

が湧いて来なかづた。第 1回のグループはあんなにうま

くいったのに第2回のグループは何故第1回程円滑に進

まなかったのであろうか。この反省が川崎の児童相談所

でもなされ、川崎の報告を聞いて部会でも討議された。

部会での討議は次のような内容であった。ここでは、集

る子どもたちの動機付けはどうかということを中心に考

えをすすめた。職員に子どもたちの出席をよ くしたい、

というあせりがあり、そのために・子どもの好きそうな

行那が多くなり、職員だけでブログラムをあれこれ考え、

その結果子どもたちは受身になり、お客様になってしま

い、本当の興味、参加の興味を換起出来なかったのでは

ないか。それで、もちつきや、サッカー等非常にアトラ

クチプな行泰のときはよく集るが、それ以外のときは集

らないのではないか。それ故ブFグラムを職員だけで作

らず、子どもたちに作らせた方がよいのではないか、と

いう意見が強 く出された。．これに対して、小室氏は、次

のように雷うd’川崎児童相談所の担当者も、子どもたち

にいろいろ計画をたてさせようとしたが、、これがうまく

行かず、結果として仕方なしに職員が計画を作るという

ことになってしまった。そして出来たプログラムを子ど

もたちに押しつける という結果になってしまった。何と

か してグループとしての、まとまりを作ろうとして職員

が穣極的に手を出してしまっ たのであろうか。あるいは

児童相談所が狭すぎるので、揚所を求めていろいろなど

．ころに移ったので、これがグルーブの安定感を妨げたの

か も知れない。部会で問題になった第二の点は、毎回電

車賃とおやっ代の実費をとっているが、これが集会の出

席の妨げになっているのではないかという点である。こ

の電車賃と、児童相談所に持参するおやつ代を舎計する

と、その費用で、もっと面白いことをすることが出来る

のそ、児童相談所の集りが面白いことが確突である場合

以外は他にいヴて しまうのではないであろうか。電車賃

と．≦おやつ代を児産相談所で用意してやるこ．とが出来れ

．・ ‘ もう少し集りがよくなったのではないだろ うかと考

えられた。第3の問題麟、集会が2週問に1回であると

いうことである。集会と集会とに間がありすぎ・忘れて

しまうのではないだろうか、1週に1回程度だと、こう

いう心配はなくなると思われる。しかし、これに対し、

川崎グルーブの事幡がある。職員の側を考えると・1週

1回では、グループ・ワークに関係している職員は、土

曜日の午後を全部つぶしてしまうことにな凱これは職

員には重すぎる負担であった。第4に問題になったのは

集りに欠席した子どもの取り扱い方で、その子に児童相

談所は一どんな連絡の方法をとっ’たかが、一大切な点である

と考えられた。例えばスラヴソソのグルーブでは、 治療

の欠席者には、その子が欠席したので、治療者は心配し

ていることと、次の会に是非来るよう勧誘する手紙が出

されているが、こうした配慮が川崎のこのグループでは

なされていない。これが出席を悪くした一つの条件かも

知れぬと考えられた。これらは主として部会の川崎児童

相談所のやり方に対する率直な疑問であった◇この他も

っと根本的な聞題として児童相談所には、グルーブ・ワ

ークの技術をもっている専門家がいないことが根本間題

で、こうした専門家がいないために、このグループのよ

うな寄せ集めのグループを剛つのグループにまとめるこ

とが出来なかったのではないかという反翁もあった。

　こうした反省を踏み台にして、川崎児漁相談所は第3

回目の実験に入った。今度はグループ・ワークという言

葉にとらわれず、判定員には比較的なじみの深い集団心

理治療という形式で始められた。（グルーブ。ワークとい

うと、 どうしても教育的、指導的でなければならないと

いう意識が生れ易く、これが職員達にイ晶シャチブをと

らせることになり、子どもたちの自発性を軽くみる傾向

を育てやすいように考えられた）。又今回からは、子ども

たちだけの集会では不十分と考え、母親たちのカウンセ

リングをもそのプログラムに加えた。

　今度は集団心理治療という名の下に集団活動が行なわ

れており、そめためか、治療チームの人々が割合に気易

く子どもたちとも接し、グルーブの動きについても、い

らいらしないでながめている。その結果子どもたちを緊

張させなかったのか・よい効果を示しているのだと思わ

れる。．グルーブは比較的うまく流れており、可成りの業

績をあげている。まだこの治療は終結しておらず、中閻

報告の段階であるが、 第2回よりもずっと改善され、寄

せ集めの集団でも十分治療的に利用出来ることを示’して

いるゲ
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第9章精神薄弱児のグル］1プ治療にづレ1て

♂

；の研究は横浜市児帝相談所の山内判定課長を中心と

すう研究グ1ループ1こよってなされた。この研究は通園

センターに通う 条件すなわち （Ω基本嗣生活習慣の完成

（2）集団に入る盗足る社会性　⑥課題意識yという3つの

条件の全部又はr部を欠いているため1こ、、通園4ソタr
にも通えず、、在筆している精神蔽弱の幼児の、パーソナリ

、テ、イ蘇善の試みである。

、先ず始やに》・子 どもたちは生活揖導的訓練的方沫で扱

わ殺たる 機能訓練に重点をおいた横浜市児壷相談所考察

の体操は興味深い。、子どもたちはよろこ布で、・、この体操

につし》∫ぎたという。この体操を通じて集団に対する適

研究爽任者　　山　　内 茂r　“

応や意志の疎通の改善がはかられた。

、次にこうした訓練的方法だけでは㍊本当の意味で彼等

の成長をはかるのには十分でないという反雀から、．治療

的方法が加味されいった。1

　これ等 2つの方法によって、幼児達は、 10回から、、20

回の治療を通 じてパーソナリティの改善が認められた
が、 20回の治療回数を通じても変化のない者は、’それ以

後の治療を巫ねても、ほとんど効果を示さなかづた。、こ

ういう子どもは盟質的疾患をもった者か、 非常に重度な

精神薄弱児であづたρ

』第16章・一時保護所の機能

研究資任者　　森　　脇’ 要

　近頃児童相談所において、一時保護施設を廃止すると

ころが増えている。緊急保護の必要が減少して きたの

が、その主な理由のようである。白体一時保護所がなく

ても、 児童相談所の本質的な機能に差支えないのであろ

うかσ

　児壷相談所における一時保護所の機能は児産相談所の

ハソド、◎ブックによれぱ、3っに大別出来る。第1は緊

急保護である。迷子、保護者の急変、離婚又は本人の家

出、浮浪又は虐待1（環塊不偶）等の場合の処雌である6．

第2の機能は行動観察である。子ど もの措置を考える場
合、 生活歴やテス ト結果』面接等の情報だけで十分では

なく、本人からの直接の臭体的な情報も大切である。こ

ういう情報嬬て時保護所における観察か ら得㌧られる。第

3の機能は治療の機能である。．登校拒否等の悔緒障害児

の治療が行われている。 登校拒否児等は親子の間に感情

がもつれていて一ぐ親も子も冷静に礁態を反省し、 理解す

る ⊆とが出来なくな，っている。こんな時f子ど・もを一時

保護所に入れて、．親子の間に距離を作ってやると、親も

子も客観的に問題に直面することが出来、．玉それが問題解

決の一歩を；なる◇子どもは学校には行けないが、、r時保

護所に行けぱ学稼に行かなぐてもよいといわれるので、

親や周囲から資められず、 ここで一応の安定を得るこど

が出来るのである。

　児童相談所の中にも初めから一時保護所のないところ

もあり、又既にのべたごとく廃止に向う一つの傾向もあ

り、又人によっては一時保護所は児鍛相談所にっい て必

ずしも欠くべか らざるものでないrと考えている」 ・しかし

我欧の研究グルーブはみな一時保護所は児童相談所の機

能上欠くべからざるものという主張が圧倒的に強いじ

』一般的に言えば、束京や横浜のような大都市では、緊

急保護の必要度が尚高く、実際的に必要に迫ちれて恥る

ので・；の設備のない児産相談所は考えられないる これ

に対して千葉や川崎では緊急保護の必要性は少ない。併

し児童相談所がクリ昌ックとして将来発展してゆくべき

であるとすれば、判定あるいは診断、治療の必要度は益疫

重くなり、 この点より、一時保護所の必要性は高まる。

一時保護所は、・言ってみれぱ、病院の役目を果たしつつ

あるのである。児童相談所が治療まで行なうべきかどう

かについては、異論のある人も多いと思うが｛．判定、’ 砂
断のためにも欠くことの出来ない機関である。 児童相談

所の内部の人々はかえって一時保護所のはたしている機

能の理解が十分ではないように思えるみ』我々のよ うに民

間の施設におりr時保護所のような機関を持たない者に

はこの機関の重要性が非常によくわかる。それ放肝時保

護所を持たない児童相談所は“その有力な武盟の÷っを

欠いているということになるσ

　一時保護所が判定に欠く・ことの出来ないものであると

考える立場では、判定特に措置の種類を決め二る ＝ために

は、一 較的長期に亙たる （1週とか10日とか）且つ直接

的な観察が必要であると考える。一時保護所は受容的な磨
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雰囲気を持っており、何事も強制されず、自由にふるま

うごとが出来る。

　勝手に家に帰ることは許されないし・又ごく僅かな制

限はあるが、この子どもたちが今までに経験したことも

ない自由な雰囲気のところである。こうした自由な雰囲

気において始めてこどもはその本当の姿をあらわし、そ

れ故その本当の姿を観察することが出来ると考えられ

る。

　又こうした施設において1週間なり2週間なり生活し

ている中に、子どもたちは、彼等の友人や又施設の職員

との人間関係を徐々に改善してくる。これは強制のない

ところで起きるのであるから子ども自身の内側から出て

来たもので、真の意味において適応の改善というべき

で、単なる環境への一致ではない。この適応の改善の程

度を通じて、その子の一般的適応への可能性の程度も判

定され、又その子の治療的環境としての、措置さるべき

施設の種類を判定することが出来るのである。

　又現実に一時保護所は、問題をもっている子どもたち

に治療的な作用を及ぽしているが、それは一時保護所が

次のごとき諸条件を持っているからであると思われる。

（1）心理学やケイス・ワ「ク等の専門家が指導員として働

いていること。（2）環境がすでにのべたように、受容的で

　制限や強制が極端に少なく、治療的であること、（3）生活

　単位が比較的小さなイソフォーマルな集団であるため、

　集団力学が働き易く、それが建設的に働くこと（悪いボ

スがおれば渠団力学は逆に働くことも考えられるが、か

かるボスは普通、直ちにグルーブから除かれる）。（4）緊急

保護の必要度があまり強くないところでは、治療のため

に同じ問題をもつ子どもたちを集めたり、年齢を揃えた

りして、必要な集団構成をして、もっとも適当な治療集

団を作るこ とが出来る。

　観察のためにしろ、治療のためにしろ、児童相談所が

子どもを親から離し、調整された環境でこれを観察する

ことが出来、 又必要において、こういう環境で治療する

ことが出来るのは一時保護所という施設があるからであ

る。これは医学的治療における病院の役割を演じている

と言える。患者を病院に入院させることによって、医者

は患者を十分よく観察する二とが出来、それ故最初の診

断を確め、修正し、診断をより正確にし、必要な治療を

行なうことが出来るのである。児童相談所に一時保護所

があるということは、我々のように民間施設におり、患

者を入院させる施設を持たない者には、羨望を禁じ得な

い。民尚のクリニックでも礁箭が許すにつれて、こうし

た施設は設置さるべきであると考えている。

　児童相談所も非行対策の機関であるにとどまらず、臨

床的なクリニックとしての機能を強めつつあるが、今後

は一層この方面への発展が予想され又期待されている。

そのためには一時保護所り拡充こそ願わしいことであ

　り、廃止などは、もっての外であるとい勿ねばならな

いo
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